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Ihr Deutschen von dem Flutenbett des Rheines,
ライン川の大河の川床から
Bis wo die Elbe sich ins Nordmeer gießet,
エルベ川が北海に注ぐところにいたるドイツ人たちよ、
Die ihr vordem ein Volk, ein großes, hießet,
お前たちはかつてひとつの民族、偉大な民族と称していた、
－50－
Was habt ihr denn, um noch zu heißen eines?
まだひとつの民族と言うために、お前たちはいったい何を持っているのだ。
Was habt ihr denn noch großes allgemeines?
お前たちはいったいまだ偉大な共通のものを持っているのか。
Welch Band, das euch als Volk zusammenschließet?
どのようなきずながお前たちを民族としてつないでいるのか。
Seit ihr den Kaiserscepter brechen ließet,
お前たちが皇帝の笏を折らせ、
Und euer Reich zerspalten, habt ihr keines.
お前たちの王国を分裂させて以来、お前たちはなんのきずなも持っていない。
Nur noch ein einziges Band ist euch geblieben,
かろうじて一つのきずながお前たちの残っていた、
Das ist die Sprache, die ihr sonst verachtet;
それはお前たちがいつも見下している言葉である；
Jetzt müßt ihr sie als euer einziges lieben.
今お前たちは言葉をお前たちのただ一つのくびきとして愛さなければならない。
Sie ist noch eur, ihr selber seid verpachtet;
言葉はまだお前たちのものである、お前たち自身は貸し出されているが；
Sie haltet fest, wenn alles wird zerrieben,
もしすべてがすりつぶされても、言葉は保持している、







は書いた。感激した愛国詩人フーケ（Friedrich de la Motte Fouqué 1777-1843）は、リュッケル
2　Friedrich Rückert: Friedrich Rückerts Werke Histrorisch-kritische Ausgabe. Werke 1813-1816 I. Wallstein 









した全 16巻 33冊の大著『グリム兄弟によるドイツ語辞典』（ Deutsches Wörterbuch von Jacob 






















3　Erika und Ernst von Borris:　S.398.
4　ebd.　S.399.
5　リュッケルト協会のサイト http://www.rueckert-gesellschaft.de/rueckert-frame.html　および Friedrich 
Rückert Gedichte. Phillip Reclam jun. Stuttgart. 2005. S.305ff. 等を参考にする。
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1805 年－ 1809 年
ヴュルツブルク大学で父の希望で法律学の学生として登録、半期だけ法律学を学ぶ。その
後、文献学と哲学に転向。
1806 年－ 1807 年
リュッケルトは法律学の傍らで『ギリシア神話』と、（1807年には）『自然哲学』を受講する。













































































1836 年－ 1839 年












































マイアー（Hans Mayer）とペーター・ホルスト・ノイマン（Peter Horst Neumann）のリュッ
ケルトに対する評価における対立の原因のひとつもそこにある。
　ハンス・マイアーは、『グスタフ・マーラーと文学』（Gustav Mahler und die Literatur）6で、
ロマン主義の哲学においては、音楽がすべての芸術的な手段のなかで、もっとも上位に位置

























ケルト歌曲のひとつ『私はこの世に忘れられ』（Ich bin der Welt abhanden gekommen）が例と
して挙げられている。
Ich bin der Welt abhanden gekommen, 私は世間から忘れられている、
Mit der ich sonst viele Zeit verdorben, 彼らと私はかつて多くの時間を無駄にした、





10　Natalie Bauer-Lechner: Erinnerungen an Gustav Mahler, E. P. TAL a CO. VERLAG, 1923. S.167. （BIBLIOLIFE
社による復刻版）
11　Hans Mayerは vernommenを genommenとして引用している。Hans Mayer: S.150.
－57－
Sie mag wohl glauben, ich sei gestorben. 彼らは、私が死んだと
 　　思っているのかもしれない。
Es ist mir auch gar nichts daran gelegen, 彼らが私を死んだとみているかどうかは、
Ob sie mich für gestorben hält, 私にもまったくどうでもよいことだ。
Ich kann auch gar nichts sagen dagegen, それになにも反論することはできない、
Denn wirklich bin ich gestorben der Welt. なぜなら私は本当に世間から死んでいるからだ。
Ich bin gestorben dem Weltgewimmel,12 私は世間の雑踏から死んでしまった、
Und ruh in einem stillen Gebiet. そして静かなところで安らいでいる。
Ich leb in mir und meinem Himmel, 私は私の中そしてと私の天空の中に生きている、
In meinem Lieben, in meinem Lied.13 私の愛の中で、私の歌の中で。
　マイアーによると「簒奪」とは、マーラーがリュッケルトの詩句「私は私の中そして私の天
空の中に生きている、」Ich leb in mir und meinem Himmel,を「私はひとり私の天空の中に生き
ている、」Ich leb allein in meinem Himmel,に変更したところに表れているという。
幻滅したロマン主義者リュッケルトは世間の雑踏の彼方、かろうじて「私の中そして















13　Friedrich Rückert Gedichte. Phillip Reclam jun. Stuttgart. 2005. S.117
14　Hans Mayer: S.151.
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弟 Heinrich（†1818）、1791年に妹 Sabine Sophie（†1848）が生まれる。その後、父親が役人
として赴任した Oberlauringenでリュッケルトの妹たち Anna Magdalena（1793-95）、Ernestine 
Helene（1795-97）、Susanna Barbara（1797-1801）が、その後 Maria Ludovika（1810-1835）生
まれるが、Maria Ludovikaを除くといずれも生まれて２、３年で亡くなっている。この記憶が
15　Peter Horst Neumann: Gustav Mahler und Friedrich Rückert - eine Mesalliance? Ergon Verlag. 2007.
16　Natalie Bauer-Lechner: S.166.




ケルトの子供は、全部で 10人。最初の息子 Heinrich（1823-1875）。次男 Karl（1824-1899）。
三男 August（1826-1880）。四男 Leo（1827-1904）。五男エルンスト Ernst（1829-1834）長女ル
イーゼ Luise（1830-1833）六男 Karl Julius（1832生後３日で死亡）。次女Marie（1835-1920）。

























18　Friedrich Rückert: Friedrich Rückerts Werke Histrorisch-kritische Ausgabe. Kindertotenlieder und andere Texte 











































































































In diesem Wetter, in diesem Braus, 
こんな天気の、こんな荒れたときに、
Nie hätt’ ich gesendet die Kinder hinaus;
けっして私なら子供たちを外にだしたりはしなかった、
Man hat sie getragen hinaus,
彼らを誰かが外にだしてしまった、










20　Friedrich Rückert: Friedrich Rückerts Werke Histrorisch-kritische Ausgabe. Kindertotenlieder und andere Texte 
des Jahr 1834. Wallstein Verlag. 2007. S.416.
－64－
『私の家庭の歌集には』In meine häuslichen Lieder
In meine häuslichen Lieder, 私の家庭の歌集には、
Das Tagebuch meiner Lust, 私の喜びの日記には、
Schrieb ich mit Freuden bewusst 喜びを持って意識的に
Nur Freudengewinnste nieder, ただ喜びで得た最善のものだけを書き留めた。
Nie schrieb ich einen Verlust 失ったものは決して
In meine häuslichen Lieder. 私の家庭の歌集には書き留めなかった。
In meine häuslichen Lieder 私の家庭の歌集に
Schreib’ ich nun euern Verlust. 今お前たちを失ったことを私は記す。
So hat sich schließen gemusst このようにして帳簿はとじられねばならなかった、
Die Rechnung! und wohl nicht wieder そしてふたたび
Schreib’ ich sobald eine Lust 私は喜びを






『子供の時の私の最大の幸福は』Als Knabe war mein größtes Wohlbehagen
Als Knabe war mein größtes Wohlbehagen, 子供の時の私の最大の幸福は、
Ein Schwesterchen im Arm zu tragen, ちいさな妹を腕に抱いて連れていくことだった。
Geflüchtet aus der engen Stub’ hinaus, 狭い部屋から逃げ出し、
Im weiten Garten hinter’m Haus. 家の後ろの広い庭へ。
Doch hatte bald der Tod mein Wohlbehagen しかし死が私の幸福を
Mir aus dem Arm zu Grab getragen, 私の腕から離し墓へ連れて行った。
Und in des Lebens Braus vergaß der Knab そして人生の喧騒の中でこの子供は




Inzwischen hatt’ ich, größres Wohlbehagen, その間私は小さな娘を腕に抱くという
Ein Töchterchen im Arm zu tragen, より大きな幸福を持っていた。
……
Nun hat der finstre Störer im Behagen, 今や陰鬱な妨害者、死が愉快に
Der Tod, auch dieß davon getragen, それらの中からこの者を抱いて連れ去った。
Und an des Herzens leergewordnem Platz そして心の空虚になった場所で
Was ist zu hoffen für Ersatz? 代わりに何が期待できるだろうか。
Soll ich noch mit Großvaterwohlbehagen 私は祖父の幸福をもって
Im Arm ein Enkelinnchen tragen? 腕に小さな孫を抱くべきなのか？
Ich fürchte, der die Beiden hat geraubt, 私は、二人を奪った者、
Daß er das Dritte nicht erlaubt. 死がこの三番目の者をも
 　　容赦しないことを恐れる。
Ich fürchte nicht, daß er mit Unbehagen 私は恐れない、死が不快にも
Das Enkelinnchen fort wird tragen; 小さな孫をつれさることを。
Er selber wird zuvor mich führen ein 死はその前に私を
Zu Schwesterchen und Töchterlein. 小さな妹や娘のところにつれていく。
Von Beiden welches werd’ ich mit Behagen 二人のどちらを私は幸福にも
Am liebsten dort im Arme tragen? この腕に抱くのだろうか。
……22






Ich hatte dich lieb, mein Töchterlein! 私はお前を愛していた、私の小さな娘よ！
22　ebd. S.68f.
－66－
Und nun ich dich habe begraben, そして私は今お前を埋葬する。
Mach’ ich mir Vorwürf’, ich hätte fein 私は自分を非難する。私が
Noch lieber dich können haben. もっとお前を愛することができたはずだと。
……
Zuoft verbarg sich hinter der Zucht あまりにも、規律の背後に
Die Vaterlieb’ im Gemüthe; 父の愛が気持ちの中に隠されていた；
……
O hätt’ ich gewußt, wie bald der Wind おお私が知っていたら、いかに早く風が
Die Blüt’ entblättern sollte! その葉を落とすことになるかを。
Thun hätt’ ich sollen meinem Kind, 私は私の子供に、
Was alles sein Herzchen wollte. 私の心が望むことすべてをするべきだった。
……
Du trankst das Bittre, wie reut michs nun, お前は苦いものを飲んだ、
 　　それが私を後悔させるのだが、
Weil ich dir sagte: trinke! 私が飲めと言ったから。
Dein Mund, geschlossen von Todeskrampf, 死の戦いによって閉ざされたお前の口、
Hat meinem Gebot sich erschlossen;　 それは私の命令に従って開いた。
Ach! nur zu verlängern den Todeskampf, ああ、死の戦いを長びかせるためだけに、
Hat man dirs eingegossen. お前の口にそれを注いだのだ。
Du aber hast, vom Tod umstrickt, お前はしかし、死に絡みつかれながら、
Noch deinem Vater geschmeichelt, まだお前の父をうれしがらせた、
Mit brechenden Augen ihn angeblickt, 曇りゆく目で父をながめた、
Mit sterbenden Händchen gestreichelt. 死にゆく小さな手でなでた。
Was hat mir gesagt die streichelnde Hand, この手はなでながらなにを私に言ったのか、
Da schon die Rede dir fehlte? もう話すことが
 　　お前にはできなくなっていたときに。
Daß du verziehest den Unverstand, お前は、よきと思いながらもお前を苦しめる
Der dich gutmeinend quälte. この無分別を許したと言いたかったのか。
－67－
Nun bitt’ ich dir ab jedes harte Wort, 今、私はお前にすべての過酷な言葉を詫びる、
Die Worte, die dich bedräuten, お前を脅かした言葉を。
Du wirst sie haben vergessen dort お前はその言葉を
 　　あそこでは忘れてくれていてほしい、
Oder weißt sie zu deuten.23 あるいはその言葉の
 　　本当の意味をわかっているのかもしれない。
　しかし、絶望のなかで自らに救いを求めるためには、文学の特徴である永遠化の機能が彼に
は必要であった。　『今ようやく私はわかったのだろうか』（Hab’ ich jetzt erst eingesehn）とい
う詩では、詩つまり歌の中で失った者に生命を与え続けようとする意思が表明されている。
……
Und im Liede soll es stehn, 歌の中にそれは記されるのだ
Daß ein Schönstes lebte 一番美しいものが生きていたと言うことが、
Und mir leben jeder Frist 私にとってどんな時も






Dein Vater aber, der sich nennt ein Dichter, 自分を詩人と称するお前の父はしかし、
Er möchte dich, und dauerhafter, krönen 彼はお前をずっと冠で飾りたい。










　『私はそれが冒瀆であったと恐れる』（Ich fürcht’, es war Entweihung）
……
Kommt an mit Sündenlohne 罪の報償と一緒に
Der neuste Almanach. 最新の年鑑 26が到着する。
Das Honorar, das reiche, 謝礼、たくさんの謝礼、
Das man dem Vater gab, おとうさんがもらった謝礼、
Reicht, um der liebsten Leiche 愛する遺体にちょうど
Zu kaufen grad ein Grab. 墓を買うには十分だ。
Und hab’ ich mich versündigt, 私は罪を犯したのか、
Daß statt des Herzens Schlag 私の心を苦しめていることを、
Der Harfe Schlag verkündigt, 心の響きの代わりに
Was mir am Herzen lag? ハープの響きがそれを告げるという罪を。
……
……
Sei nun das Leid gesungen, 今苦しみは歌われるがよい、





『喪失の中で手に入れること』（Im Verluste zu gewinnen）
Im Verluste zu gewinnen, 喪失の中で手に入れること、
Ist ein schwieriges Beginnen, それは困難なスタートである。
26　》Deutscher Musenalmanach für das Jahr 1834 《 シャミッソー（A. v. Chamisso）やシュヴァープ（G.Schwab）
による文学年鑑。1833年 12月出版。ここにリュッケルトは、いくつかの詩を発表している。
27　Friedrich Rückert: Friedrich Rückerts Werke Histrorisch-kritische Ausgabe. Kindertotenlieder und andere Texte 
des Jahr 1834. Wallstein Verlag. 2007. S.23.
－69－
Und gelinget andern nie そしてそれは
 　　愛と詩心（ポエジー）以外のものでは
Als der Lieb’ und Poesie. うまくいかない。
Liebe läßt sich nichts entrinnen, 愛は外に流れだすことはできない、
Hat nicht außen, sondern innen; 愛は外側にはもたない、内側にもっている。
Und das Nichts, sie weiß nicht wie, そしてこの無を、
 　　愛はどのようにしてかはわからないが、
Macht zum Etwas Poesie. 詩心が何ものかにする。
Nicht dahin ist, was von hinnen, そこから、なくならないものは、
Bleibt im Sinn, nicht in den Sinnen; 心の中にあるのであり、
 　　思索の中にあるのではない。
Fest auf ewig haltens die しっかりと永遠に
Beiden, Lieb’ und Poesie 28 二つのもの、愛と詩心はそれを保持している。
　『つねに詩は……』（Pflegete stets die Poesie）では、
……
Freilich bist du selber krank, もちろんお前自身が病気である。
Wenn du singst, wo Kinder sterben; 子供たちが死んでいるとき、お前が歌うなら。
Doch der Krankheit sage Dank, しかし病気に感謝を言え。














Wie der Speer die Wunde heilet, 槍が傷を治すように、
Die er hat ertheilet, 槍がつけたその傷を、
Wie die Aerzt’ aus Bitterkeiten 医者が苦いものから
Arzeneyn bereiten, 薬を作るように、
Und zur süßen Kost der Bienen そして蜂の甘いごちそうに
Gräberblumen dienen.31 墓の花が役立つように。
　苦しみの炎は詩という作品に生まれ変わることによって治まる。『いつも私は……』（Immer 
that ich ihren Willen）では、お前たちのお母さんがお前たちをわたしのために生んだのは無駄
だったのかの問いの後、「いいえ、私はみずからに誓った ／これからも詩作し続けること、
／そうすれば私にはなにもお前たちの生をなかったものにはできない。」32と、詩作すること
によって子供たちの生を永遠に保つことができるという。このように、苦しみを歌うことによっ
て、苦しみを乗り越えるという作業が集中的に行われたのである。言語への造詣や東洋への文
学の愛着、当然ことながら愛国詩人としてのリュッケルトを超えた人間の共通の感情が表現さ
れた作品となったのである。ただし、これもリュッケルトのひとつの面ではあるが。
（本学准教授＝ドイツ語担当）
31　ebd. S.25.
32　ebd. S.29.
